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午前１０時００分 開会  

◎開会・開議宣告

○議長（大原 昇君） おはようございま

す。

ただいまの出席議員は１４名でありま

す。

定足数に達しておりますので、平成２９

年第４回美幌町議会臨時会を開会します。

これから、本日の会議を開きます。

―――――――――――――――――――

◎日程第 1 会議録署名議員の指名

○議長（大原 昇君） 日程第１ 会議録

署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第１２５条

の規定により、８番岡本美代子さん、９番

坂田美栄子さんを指名します。

―――――――――――――――――――

◎日程第２ 会期の決定

○議長（大原 昇君） 日程第２ 会期の

決定についてを議題とします。

去る８月１０日、議会運営委員会を開き

ましたので、委員長から報告を求めます。

１１番橋本博之さん。

○１１番（橋本博之君） 〔登壇〕 平成

２９年第４回美幌町議会臨時会の開会に当

たり、去る８月１０日に議会運営委員会を

開催いたしましたので、その内容と結果に

ついて報告いたします。

本臨時会に付議された案件は、初めに、

町長から行政報告を受けます。その後、専

決処分の承認１件、補正予算２件がありま

す。

以上の内容でありますので、本臨時会の

会期については、本日１日限りといたしま

す。

慎重なる審議に皆さんの御協力をお願い

するとともに、行政職員の皆さんには真摯

な答弁と対応を申し上げまして、議会運営

委員会委員長としての報告といたします。

○議長（大原 昇君） お諮りします。

ただいま議会運営委員会委員長から報告

のあったとおり、本臨時会の会期を１日間

としたいと思いますが、御異議ありません

か。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。

したがって、会期は１日間と決定しまし

た。

―――――――――――――――――――

◎諸般の報告

○議長（大原 昇君） 諸般の報告を行い

ます。

諸般の報告については、事務局長から報

告させます。

○事務局長（藤原豪二君） 諸般の報告を

申し上げます。

本日の会議につきましては、お手元に配

付しております議事日程のとおりでありま

す。朗読については、省略させていただき

ます。

次に、地方自治法第１２１条第１項の規

定に基づく出席説明員につきましても、印

刷したものを配付しておりますので、御了

承願います。

なお、高木監査委員、所用のため欠席の

旨届け出がありました。

また、本臨時会中、町広報及び議会広報

用のため写真撮影を行いますので御了承願

います。

なお、報道機関の写真撮影及びパソコン

の使用を許可しておりますので、あわせて

御承知おき願います。

以上で、諸般の報告を終わります。

―――――――――――――――――――

◎日程第３ 行政報告

○議長（大原 昇君） 日程第３ 行政報

告について。

町長から行政報告があります。

町長。

○町長（土谷耕治君） 〔登壇〕 本日、

ここに平成２９年第４回美幌町議会臨時会

が開催されるに当たり、御出席を賜りまし
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た議員各位に対しまして、心から感謝いた

しますとともに、行政報告と提出案件の概

要について御説明を申し上げます。

行政報告といたしましては、美幌町立国

民健康保険病院の医師確保についてであり

ます。

このたび、病院見学を終えた外科医師よ

り、本町国保病院の常勤医師として赴任し

たい旨の意思表示があったことから、８月

３日付けで採用したところであります。

採用した外科医師は、防衛医科大学卒業

で８月１日まで東京都の自衛隊中央病院の

副院長として勤務されていた森崎善久医師

（５８歳）であります。

森崎医師につきましては、日本外科学会

専門医及び指導医、日本消化器外科学会専

門医及び指導医、日本がん治療認定医など

の資格を有しており、採用後におきまして

は、一般外科の医師として、本年４月に採

用した横山康弘医師とともに２名体制で外

科診療に当たっております。

今回の医師招聘により、常勤医師１０名

による診療体制となりましたが、今後も質

の高い医療サービスの提供に努めるととも

に、引き続き、地域医療を守る観点から、

眼科医師の常勤化や産婦人科医師の招聘な

ど、将来を見据えた医師確保対策に取り組

んでまいる所存であります。

次に、御提案いたします議案等について

御説明を申し上げます。

専決処分の承認について。

承認第９号平成２９年度美幌町一般会計

補正予算（第２号）は、旧福豊小学校井水

ポンプ修繕のため急を要したことから、専

決処分をいたしましたので、御承認を賜り

たいのであります。

各会計補正予算について。

一般会計につきましては、美幌町子ども

発達支援センターの移転に伴う改修工事費

の追加を行おうとするものであります。

介護保険特別会計につきましては、過年

度分の介護保険料還付金の増額を行おうと

するものであります。

なお、細部については、後ほどそれぞれ

御説明を申し上げますので、御審議の上、

原案に御協賛を賜りますようお願い申し上

げ、行政報告と提出案件の概要説明といた

します。

以上、よろしくお願いを申し上げます。

○議長（大原 昇君） ただいまの行政報

告について、質疑を許します。

質疑は、１人３回までといたします。

１０番吉住博幸さん。

○１０番（吉住博幸君） 行政報告を受け

ました。その中で、将来にわたって産婦人

科医を招聘したいという思いを言われてお

りますが、一つだけ確認させていただきた

いのであります。

もちろん、医師の確保、雇用に当たって

は、そういう適当な人物がいて職務をやっ

ていただくのに、当面どのような科目をや

っていただきたいとか、明確にすべきもの

があろうかと思います。

そこで、産婦人科医師招聘のことについ

てでありますが、産科の部分でありますけ

れども、産科を標榜する場合、医師ばかり

ではなくて、他のスタッフの準備とかもろ

もろのことが絡んでくると思いますので、

そういう意味では、招聘に当たって医師確

保の説明の段階において、当面産科につい

ては美幌町ではどのような考え方をお持ち

なのか。しっかりした考え方があればお教

え願いたいと存じますので、そういう意味

でお答えいただければありがたいと思って

います。

○議長（大原 昇君） 町長。

○町長（土谷耕治君） ただいまの御質問

でありますけれども、産科あるいは婦人科

というようなお話であります。

私たちは、妊娠から分娩まで女性の身体

の悩みやトラブルを診ていただくために、

産婦人科医を求めているということであり

ます。これは分娩、子供を産むということ

と、あと女性特有の女性にかかわる悩みで
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あるとかトラブルについてを診ていただき

たいという思いでこのような書き方にして

いるところであります。

もちろん、分娩までということになりま

すと、一人の医師ではなかなか難しいと思

いますので、今、例えば美幌町で考えます

と、１２０人以上の子供が生まれる中、こ

れを全部診るということではなくて、半分

にしてもやはり一人の医者ではなかなか厳

しいという思いをしているところでござい

ます。

そこで、現実対応としては、例えば一人

の医師が来られたときに、分娩までできる

かということは、今お話しさせていただい

ていますけれども難しいと思っておりま

す。そのような中、婦人科という標榜も現

実対応としてはあり得るのかと、そのよう

に思っているところでございますので、御

理解のほどよろしくお願いをいたしたいと

思います。

○議長（大原 昇君） １０番吉住博幸さ

ん。

○１０番（吉住博幸君） そうであるなら

ば、年齢のこともありますが、美幌の人口

のおおよそ半分が女性であります。

ぜひ、産科も大事なことでありますけれ

ども、女性対応という意味では、婦人科を

できるだけ早く持つべきだと思っています

ので、今以上に御努力を願いたいと思いま

す。終わります。

○議長（大原 昇君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 産婦人科医師もそ

うでありますし、眼科もそうでありますの

で、引き続き努力をしてまいりたいと、そ

のように思っているところでございます。

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（大原 昇君） 以上で質疑を終わ

ります。

これで行政報告を終わります。

―――――――――――――――――――

◎日程第４ 承認第９号

○議長（大原 昇君） 日程第４ 承認第

９号専決処分の承認についてを議題としま

す。

直ちに提出者の説明を求めます。

総務部長。

○総務部長（広島 学君） 議案２ページ

になります。

承認第９号専決処分の承認について御説

明を申し上げます。

地方自治法第１７９条第１項の規定によ

り、次のとおり専決処分をしたので、同条

第３項の規定によりこれを町議会に報告

し、承認を求めるものでございます。

３ページ、専決処分書でございます。

平成２９年度美幌町一般会計補正予算

（第２号）について、旧福豊小学校井水ポ

ンプ修繕のため急を要するので、地方自治

法第１７９条第１項の規定により、別紙の

とおり専決処分をする。

専決日につきましては、平成２９年７月

３日でございます。

専決内容について御説明を申し上げます

ので、議案５ページをお開きいただきたい

と思います。

平成２９年度美幌町一般会計補正予算

（第２号）。

平成２９年度美幌町の一般会計補正予算

（第２号）は、次に定めるところによる。

歳入歳出予算の補正。

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出

それぞれ２００万円を追加し、歳入歳出そ

れぞれ１１０億９,４９０万３,０００円と

するものでございます。

第２項につきましては、事項別明細書に

より御説明を申し上げますので、１４ペー

ジ、１５ページをお開きいただきたいと思

います。

まず、歳出について御説明を申し上げま

す。

２款、総務費、４目、財産管理費のう

ち、町有財産管理事業費の増、修繕料２０
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０万円の増でございます。

これにつきましては、７月３日に生活用

水として利用しております福住保育所、駐

在所より水が出ない旨の連絡があり、調査

の結果、平成６年に設置をいたしました給

水ポンプのふぐあいが原因であると判明し

たことから、ポンプの更新を図るための予

算でございます。

次に、歳入について御説明を申し上げま

すので、１２ページ、１３ページにお戻り

をいただきたいと思います。

１９款、繰越金でございます。

前年度繰越金の増、２００万円の増額で

ございますけれども、今回の補正に係る財

源を繰越金に求めるものでございます。

以上、御説明申し上げましたので、よろ

しくお願いいたします。

○議長（大原 昇君） これから質疑を行

います。

６番戸澤義典さん。

○６番（戸澤義典君） 議案書の１５ペー

ジの修繕料２００万円ということで、旧福

豊小学校の井水ポンプの故障による交換と

いうことでございますけれども、このポン

プを含む施設管理についてはどうなってい

るのか。水質検査の状況ですとか、定期整

備の必要性を含めて、その実情をお聞かせ

いただきたいと思います。

○議長（大原 昇君） 契約財産主幹。

○契約財産主幹（大場正規君） ただいま

御質問の１点目、施設管理の内容でござい

ます。

旧福豊小学校ポンプの点検につきまして

は、年１回の受水タンクの清掃と、２カ月

に１回の点検、主にポンプの稼働状況、あ

と塩素の注入ということで、町内設備業者

に委託しております。

次に、水質検査につきましては、水質検

査基準に基づきまして、毎月大腸菌や亜硝

酸態窒素など１１項目と、年１回、５１項

目の水質検査を実施し、異常はございませ

ん。

以上、よろしくお願いいたします。

○議長（大原 昇君） ６番戸澤義典さ

ん。

○６番（戸澤義典君） 定期検査等の状況

は理解いたしました。

この井水ポンプの恩恵を受けている地区

というのは、先ほどありました駐在所、そ

れから保育所ということですけれども、そ

のほかに近隣農家さんとか、全部で何戸ぐ

らいが恩恵を受けているのでしょうか。

○議長（大原 昇君） 契約財産主幹。

○契約財産主幹（大場正規君） ただいま

御質問の使用している戸数についてでござ

いますが、戸澤議員の話にもありました

が、福住保育所、福住駐在所、そのほかに

旧教員住宅を貸付住宅として１棟、あとそ

のほかに老人クラブで使用しております建

物２棟、合計で５棟となっております。

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（大原 昇君） これで質疑を終わ

ります。

これから、承認第９号専決処分の承認に

ついてを採決します。

この採決は起立によって行います。

本件は、承認することに賛成の方は起立

願います。

〔賛成者起立〕

○議長（大原 昇君） 起立多数です。

したがって、本件は、承認することに決

定しました。

―――――――――――――――――――

◎日程第５ 議案第３７号

○議長（大原 昇君） 日程第５ 議案第

３７号平成２９年度美幌町一般会計補正予

算（第３号）についてを議題とします。

直ちに提案理由の説明を求めます。

総務部長。

○総務部長（広島 学君） 議案書の１７

ページになります。

議案第３７号平成２９年度美幌町一般会
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計補正予算（第３号）について御説明を申

し上げます。

平成２９年度美幌町の一般会計補正予算

（第３号）は、次に定めるところによる。

歳入歳出予算の補正。

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出

それぞれ１,８３６万円を追加し、歳入歳出

それぞれ１１１億１,３２６万３,０００円

としようとするものでございます。

第２項につきましては、事項別明細書に

より御説明申し上げますので、２６ペー

ジ、２７ページをお開きいただきたいと思

います。

まず、歳出についてでございます。

３款、民生費、１目、児童福祉総務費、

子ども発達支援センター移転改修事業とい

うことで、工事請負費１,８３６万円の追加

の補正でございます。

これにつきましては、発達支援センター

通所児童数の増加によりまして、療育室が

不足をしていることから、平成２８年度に

閉所となりました旧中央保育所を改修し、

センターを移転して子育て支援の充実を図

るための補正でございます。

なお、改修内容につきましては、後ほど

民生部長より御説明を申し上げます。

次に、歳入について御説明を申し上げま

すので、２４ページ、２５ページにお戻り

いただきたいと思います。

１９款、繰越金でございます。

前年度繰越金の増、１,８３６万円につき

ましては、今回の補正に係る財源を繰越金

に求めるものでございます。

以上、御説明申し上げましたので、よろ

しくお願いいたします。

○議長（大原 昇君） 民生部長。

○民生部長（高崎利明君） 子ども発達支

援センター移転改修事業につきまして、改

修内容を御説明させていただきますので、

参考資料の１ページをお開き願います。

資料１、議案第３７号関係でございま

す。

改修の内容につきましては、大きく７項

目ございます。

まず１点目は、療育室の整備で、図面の

下側、太字で囲ってあります箇所がもとの

保育室で３部屋あります。

保育室は１部屋が幼児約３０名用であっ

たことから、療育室としては広過ぎるた

め、幼児が集中できるように保育室を２分

割する改修を行い、図面に①と表示してお

りますが、療育室を６部屋確保するもので

ございます。

間仕切りにつきましては、利用者のプラ

イバシーに配慮する必要があることから、

防音性を有した間仕切りとしております。

なお、療育室に入る前に前室があります

が、１部屋の保育室を分割いたしますの

で、療育室の入り口がそれぞれ必要となる

ということから設置するものでございま

す。これについては、前室を設置せずに療

育室に入るためには、もとの壁を一部取り

壊す必要がありますが、この壁につきまし

ては、構造上取り壊すことができない耐力

壁のためこのような整備となっておりま

す。

また、図面右下の若干広い療育室６と表

示している場所につきましては、小グルー

プで活動を行う場として利用いたします。

次に２点目、通路の整備でございます。

利用する園児が玄関から療育室に向かう

際に、遊戯室を通ることや遊戯室が見えて

しまうことで切りかえが難しい幼児が多い

ことから、パニックを起こす可能性がある

ため、図面の右側中段にあります玄関ホー

ルから入った箇所から療育室に向かう箇所

の遊戯室内にパーテーションによる壁を設

置して、②と表示しておりますが、玄関か

ら療育室に向かうための通路を確保するも

のでございます。

次に、３点目の療育室の冷暖房設備の整

備でございます。

療育室が南向きで夏場の室温が上りやす

いことから、体温調整がうまくできない医
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療的ケアの必要な幼児等の受け入れを行っ

ていることや、自閉症児については高温に

弱いため、療育室６部屋にエアコンを設置

するものでございます。また、療育室の改

修工事に伴い、既設の電気暖房の放熱器を

撤去することから、暖房としても利用する

ものでございます。

次に、４点目の床の張りかえでございま

す。これは療育室と遊戯室でございます。

床がかたく、転びやすい幼児、転んでも

身の安全を守れない幼児がいるため、運動

遊び場として利用する図面中央部に④とし

て表示しております遊戯室と、図面右下の

療育室６と表示してあります部分につきま

して、クッション性のある床材への改修を

行います。

５点目はトイレの改修でございます。

図面上部の中央付近に⑤と表示しており

ますトイレですが、現状は和式の大便器１

基と小便器１基が設置されております。

狭隘でありますとともに、利用者の父

兄、祖父母も利用することから、利用しや

すい洋式トイレに改修をするものでござい

ます。

次に、６点目の遊戯室中央部の間仕切り

設置でございます。

遊戯室にリハビリ用器具を常設して、運

動器具を利用した遊びのスペースと、遊具

を置かずボール遊びや集団遊びのスペース

として利用いたしますが、視覚的に明確な

区切りを設けないと場面の切りかえができ

ない幼児が多いので、図面の中央部にあり

ます遊戯室の⑥と表示してある箇所にパー

テーションの間仕切りを設置いたします。

次に、７点目でございますが、遊戯室に

ある水飲み流し台の安全対策でございま

す。

図面上部の中央付近のトイレの入り口付

近に⑦と表示してある箇所に水飲み流し台

が設置されておりますが、使用の予定がな

いことから、幼児がぶつかる、また、上っ

てしまう等の危険が想定されることから、

流し台を覆う整備を行うものであります。

以上、御説明いたしました。御審議賜り

ますようよろしくお願いいたします。

○議長（大原 昇君） これから質疑を行

います。

６番戸澤義典さん。

○６番（戸澤義典君） この改修事業図を

見ますと、大きく７項目の整備が計画され

ております。

このセンターで実際に勤務する職員の方

の使い勝手がよいように改修していただく

のが一番よいのではないかと思うのです

が、この改修図には職員の方の意見が反映

されているのかいないのか。

また、外観といいますか、外回りの改修

工事がないようですけれども、この必要性

はないのか。

来年度、あるいは再来年度に必要性が出

てくるのであれば、この際にあわせてやっ

てしまったほうがいいのではないかと私は

思うのですけれども、その辺の必要性につ

いてもお聞かせいただきたいと思います。

○議長（大原 昇君） 民生部長。

○民生部長（高崎利明君） まず、今回の

発達支援センターの移転改修に当たりまし

て、職員の意見が反映されているかという

ことでございますが、今現在携わっている

職員の意見を聞いて、設計に反映をさせて

いただいております。

また、今後の改修工事の必要性について

でございますが、これにつきましては、

今、改修工事の補正予算を提案させていた

だいているところでございますが、今後に

おきまして、まず普通の維持管理をする経

費とあわせまして、遊戯室等に整備する遊

具等の補正、あと父兄が車で送迎してくる

わけでございますが、今の園庭に若干の車

をとめられるよう駐車場の整備を９月定例

会に提案させていただきたいと考えており

ますので、御理解願いたいと思います。

○議長（大原 昇君） ６番戸澤義典さ

ん。
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○６番（戸澤義典君） 遊具と園庭の補正

を９月に提案するということで了解いたし

ました。

あと、屋根も含めた外壁の補修は考えて

いないということでよろしいでしょうか。

○議長（大原 昇君） 民生部長。

○民生部長（高崎利明君） 外壁等につき

ましては、中央保育所を廃止するときに少

しお話ししたと思いますが、平成２１年の

臨時交付金事業で屋根の整備は行わせてい

ただいて、中央保育所を廃止するときにそ

の分を用途変更ということで、国にその分

の補助金を返還していることもありますの

で、そのとき８年ぐらい前に、屋根、塗装

は整備させていただいておりますので、今

のところする考えはございません。

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。

４番上杉晃央さん。

○４番（上杉晃央君） ２点御質問したい

と思います。

まず、移転後コミセンと発達支援センタ

ーの職員配置をどのようにされるのか。そ

の人数的なことについてお知らせくださ

い。

それから、支援センターの移転に伴いま

して、現在のコミセンの療育室があくこと

になると思うのですけれども、その後の子

育て支援センターとしての役割もありま

す。現在も事務所の前のところにお母さん

たちが来て子供さんといろいろ利用したり

していますけれども、これらの各部屋の利

用をどのように考えられているのかについ

て御説明いただきたいと思います。

○議長（大原 昇君） 民生部長。

○民生部長（高崎利明君） まず、１点目

でございます。

職員の配置についてということでござい

ますけれども、職員の配置につきまして

は、現状と同じ人数を考えておりまして、

発達支援センターの職員は指導員５名を配

置しておりますが、移転に伴いましてこち

らのほうに５名来るという形でございま

す。

それと、移転後の療育室の利用について

でございますけれども、こちらにつきまし

ては、子育て支援センターの中で活用して

まいりたいと考えております。

一時預かり保育等が非常に要望も多いの

で、こちらにつきましては、施設が確保で

きることから、今後一時預かりできる保育

士の確保ができれば、その分で活用してま

いりたいと考えております。

○議長（大原 昇君） ４番上杉晃央さ

ん。

○４番（上杉晃央君） 発達支援センター

の５人がそのまま移るということで、残り

の子育て支援センターのほうの職員配置を

お答えいただいていないのですけれども、

何人になるのかお知らせいただきたいと思

います。

それと、当然あくことがわかっていなが

ら、今言った各種の利用について、どうい

う計画を持たれているのかという点につい

て、今の説明では今後検討するみたいな話

でしたが、一時預かりは当然今もやってい

るわけですから、あいた部屋を子育て支援

センターとしてどのように活用するのかに

ついて、具体的な考え方があればお聞かせ

ください。

○議長（大原 昇君） 民生部長。

○民生部長（高崎利明君） 子育て支援セ

ンターの職員につきましては２名でござい

ます。２名がそのまま残ります。

あと、それ以外に一時預かり等があった

場合は、代替の臨時保育士を雇って対応し

ております。

今言いました部屋につきましては、一時

預かりと既存の事業の中で狭隘となってい

る部分を使わせてもらいますし、遊戯室に

つきましても、子育て支援のための遊び場

として整備して利用する考えでございま

す。

○議長（大原 昇君） ４番上杉晃央さ
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ん。

○４番（上杉晃央君） そうなると、あく

部屋が二つと、今子育て支援センターが使

っている分の３室があるので、フルで３室

使うといったときに、例えば今説明のあっ

た一時預かりが頻繁にあるわけではないと

思うのですけれども、３室あったら３室に

職員を配置して対応できるようなニーズは

今のところ出てくる心配がないというよう

な押さえで、３室を有効に活用しながら子

供の支援のためのいろいろな事業を展開し

ていくという考え方でよろしいですか。

○議長（大原 昇君） 民生部長。

○民生部長（高崎利明君） 今現在、常勤

化２名ということでございますので、あと

事業ごとに対しましては、その都度必要な

人員を確保して事業を行っておりますの

で、現状の人数ということで今のところ考

えております。

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。

１０番吉住博幸さん。

○１０番（吉住博幸君） ２点についてお

聞かせ願いたいと思います。

参考資料の図面を見ていますが、療育室

２のところに寸法が書いてあります。入り

口８５０ミリメートル、要するに８５セン

チメートルということであります。

これは私見で悪いのですが、狭いドアよ

りも、あえて言えば、サイドのついている

観音開きのように、もう少し広い出入り口

のほうがよろしいのではないかということ

で、これはどちらかというと感想的意見で

悪いのですけれども、寸法から言うと普通

の住宅の幅の出入り口なものですから、そ

こら辺、どういうお考えだったのかお聞か

せください。

それからもう１点であります。

もちろん、発達支援センターというのは

目的があって条例等の縛りはあると思うの

ですが、この発達支援センターの使ってい

る時間の多くを空想してみますと、例えば

３６５日朝から真夜中まで使っているとは

思えないのです。そういう意味では、この

施設の利用という意味において、発達支援

そのものに影響がないとした場合、これだ

けに特化して使わせるのはもったいないと

思うところであります。そこら辺、他の利

用度も含めて、どのような整理をされてい

るのか、考えをお聞かせ願いたいと存じま

す。

○議長（大原 昇君） 民生部長。

○民生部長（高崎利明君） まず、１点目

のドアの入り口の大きさでございますけれ

ども、これは先ほど戸澤議員のお話の時に

もありましたように、職員の意見を考慮し

てという部分もありましたが、実際に利用

する幼児の出入りには、この程度で大丈夫

だろうということで考えさせていただいて

おります。

次に、施設の利用でございますけれど

も、まず行政財産でございますので、一応

目的達成のために精通する利用ということ

でございますが、こちらの部分につきまし

ては、地方自治法によりまして、行政財産

の用途、目的を妨げない限度においては、

その使用を許可するということがございま

すので、今回の施設は発達支援センターで

すからいろいろなプライバシーに関する書

類等も置いてある場所もありますので、あ

る程度制限はされると思いますが、支障の

ない範囲については使用を許可することが

できるものと考えております。

○議長（大原 昇君） １０番吉住博幸さ

ん。

○１０番（吉住博幸君） 大きい意味で二

つ聞いておりますが、まず１点目です。

もともとここは子供のための施設で、も

ともとの間仕切りする前の入り口だって大

きくしているわけですから、もし、ある意

味のいざというときに子供さんが逃げやす

いドアにするべきではないかと思っていま

す。こういう発注をしたとしても、設計変

更等でも対応がとれるような内容ですの



－ 11－

で、よく考えていただきたいと思います。

これは半分要望みたいな形となり申しわけ

ありません。

次に、２点目の話です。

総務部長から、今後の美幌町の公共施設

の整備ということで、だんだんとそんなに

整備もできませんと、箇所数も減ってきま

すという説明も受けているところでありま

す。

そういう思いも募りまして、例えば夕方

にあいているとすれば、１例でありますけ

れども、美幌は吹奏楽で結構優秀な子供さ

んたちがいます。今回、間仕切りするに当

たって、壁の性能が防炎及び防音設備を兼

ね備えていると思っているのです。吹奏楽

全体の練習も必要ですけれども、指導者が

いる中で、楽器のパートに分かれて錬磨を

積むということにも、場所という意味で苦

慮されている。そういう意味でも、今回間

仕切り壁が「Ｄｒ」これを遮音性能という

のですが、４５だったかと思っていますの

で、防音性能が４５プラス外、それから近

隣に家があるとすれば、相手方の家自体に

持っている防音効果というのは、２５～３

０は木造でもあるだろうと推測しますの

で、有効利用ができるのではないかと考え

ています。もちろん条例等もありますが、

それには特記みたいな部分がありまして、

町長が許せば使えるというところもあった

ものですから、今後十分に活用においては

研究をしていただきたいと存じます。

以上であります。

○議長（大原 昇君） 民生部長。

○民生部長（高崎利明君） まず、出入り

口につきましては、出入りに支障はないと

今の段階では考えておりますが、再度確認

はさせていただきたいと思います。

あと、公共施設の有効利用という観点で

ございますけれども、子ども発達支援セン

ターはふだん業務をやっている時は利用し

ておりますので、土日、祝祭日及び開所時

間の８時４５分～５時３０分以外の部分に

ついて、先ほどお話ししたように個人情報

のあるような場所等は難しいと思いますけ

れども、支障のない範囲では、使用を許可

する方向で検討はさせていただきたいと考

えております。

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。

５番稲垣淳一さん。

○５番(稲垣淳一君） 出入り口は出入り口

でも違うほうの話でございますが、車の出

入りについてお尋ねいたします。

中央保育所時代もずっと思っていたので

すけれども、保育所の時、送り迎えは中ま

で入っていなかったのだろうと思うのです

が、発達支援センターの施設の性質上、親

御さんとお子さんが来られる、対になって

利用されていると思うのですが、その場

合、その方たちが車に乗ったまま、中の駐

車場まで行って利用すると思うのです。

以前お聞きしたときに、１回の利用人が

約１時間程度と聞いた記憶があるのです

が、間違いだったら指摘してください。と

なると、１時間ずつ人の出入りがあるとい

うことは、非常に車の出入りについても頻

繁に行われることになるのだろうと推察さ

れるのですが、御存じのとおり、町道から

入るところは常に門が閉まっていて、あけ

閉めの仕方はどうされるのかということ

と、施設の性質上、子供さん１人で屋外で

遊ぶことはきっとないとは思うのですが、

やはり車の出入りの際に危険が生じるので

はないかと懸念されます。

その辺の利用方法について、どのような

お考えであるのかお教えください。

○議長（大原 昇君） 児童支援主幹。

○児童支援主幹（多田敏明君） ただいま

の稲垣議員の御質問にお答えします。

通常時、門につきましては、開所時間に

ついては開いておきます。

あと、出入り口について、車の出入りに

つきましては、特に出るときについては狭

く見づらいということがありますので、向
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かい側にカーブミラーを設置しまして、危

険性を低減させる予定でおります。

○議長（大原 昇君） ５番稲垣淳一さ

ん。

○５番(稲垣淳一君） 施設柄、１時間おき

の出入りということで大変懸念していると

ころが多いものですから、ぜひ交通安全に

はくれぐれも気をつけた対処をしていただ

きたいと思います。以上です。

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（大原 昇君） これで質疑を終わ

ります。

これから、議案第３７号平成２９年度美

幌町一般会計補正予算（第３号）について

を採決します。

この採決は起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（大原 昇君） 起立多数です。

したがって、本案は、原案のとおり可決

されました。

―――――――――――――――――――

◎日程第６ 議案第３８号

○議長（大原 昇君） 日程第６ 議案第

３８号平成２９年度美幌町介護保険特別会

計補正予算（第２号）についてを議題とし

ます。

直ちに提案理由の説明を求めます。

民生部長。

○民生部長（高崎利明君） 議案の２９ペ

ージをお開き願います。

議案第３８号平成２９年度美幌町介護保

険特別会計補正予算（第２号）について御

説明申し上げます。

平成２９年度美幌町の介護保険特別会計

補正予算（第２号）は、次に定めるところ

による。

歳入歳出予算の補正。

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出

それぞれ２０万円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ１７億７,０１８

万６,０００円とする。

第２項につきましては、事項別明細書で

御説明いたします。

歳出から御説明いたしますので、３８、

３９ページをお開き願います。

３、歳出。

５款、諸支出金、１目、第１号被保険者

保険料還付金につきましては、平成２８年

度以前の所得及び税額変更に伴う過年度分

の保険料還付金として、当初予算２０万円

を計上しておりましたが、現在１１件、１

９万７,４００円を執行済みであり、被保険

者に早期返還する必要があることから、今

後の執行見込み額を含めまして、２０万円

を増額補正するものであります。

歳出は以上であります。

次に、歳入について御説明いたしますの

で、３６、３７ページをお開き願います。

２、歳入。

８款、繰越金につきましては、今回の補

正予算の財源を前年度繰越金に求めるもの

でございます。

以上、御説明申し上げました。御審議賜

りますようよろしくお願いいたします。

○議長（大原 昇君） これから質疑を行

います。

６番戸澤義典さん。

○６番（戸澤義典君） この償還金利子及

び割引料というのは、ただいま御説明をい

ただきましたが、過年度分に係る保険料の

払戻金、いわゆる死亡ですとか転出入、あ

るいは所得額の変更等により保険料が減額

変更になった方への払戻金だと理解をして

おりますが、今年度の当初予算が２０万

円、それから平成２８年度を見ますと、こ

のときも当初予算は２０万円、２７年度は

１０万円というように認識をしておりま

す。

また、私が調べたところ、平成２７年度

も２８年度も年度途中で予算を補正してい
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なかったのではないかと思っておりますけ

れども、この２７年度と２８年度の対象者

数と決算金額は幾らだったのか。

それと、なぜ今年度は８月の段階で補正

を組むことになったのか。その実情をお聞

かせいただければと思います。

○議長（大原 昇君） 民生部長。

○民生部長（高崎利明君） まず、平成２

７年度、２８年度の対象者数と決算金額で

ございますが、平成２７年度におきまして

は、当初予算１０万円で、同じく平成２７

年８月に２０万円の補正をいたしまして最

終的には３０万円の予算でございました。

そして、決算につきましては１２名で、金

額につきましては２３万７,２００円でござ

います。２８年度につきましては、当初予

算２０万円を計上させていただきまして、

補正をしないまま、決算額１１件で９万９,

５００円という形になっております。

それで、なぜこの時期に補正を組むよう

な形になったのかということでございます

が、こちらにつきましては、税の申告に関

するもので、過年度分の所得等が変わりま

して、これに伴いまして介護保険料を還付

するという形に至っておりますが、介護保

険料につきましては、介護認定高齢者の中

に日常生活自立度の判定によりまして、障

害者に準じるものとして障害者控除を受け

ることができるものがあります。この所得

更正につきましても、障害者に準じるもの

として障害者控除の要件を満たすという形

の申告が上がったことに伴いまして、当該

年度ではなくて過年度をさかのぼって申告

し、所得更正が行われたものによりまし

て、２８年度以前の過年度分の還付金が今

回ふえたというように認識しております。

結果的に、申告していなかった人が遡及

して、過年度分の何カ年か分の申告をまと

めてした方が今回多かったというように考

えております。

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（大原 昇君） これで質疑を終わ

ります。

これから、議案第３８号平成２９年度美

幌町介護保険特別会計補正予算（第２号）

についてを採決します。

この採決は起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（大原 昇君） 起立多数です。

したがって、本案は、原案のとおり可決

されました。

―――――――――――――――――――

◎閉会宣告

○議長（大原 昇君） 以上で、本臨時会

に付議されました案件は全部終了しまし

た。

会議を閉じます。

これで、平成２９年第４回美幌町議会臨

時会を閉会します。

お疲れさまでした。

午前１０時５２分 閉会  
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